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製造業の成長には人材育成が不可欠。県内のものづくり企業の人材育成の取組を支援

１．しまねものづくり人財育成促進事業

（１）ものづくり企業人材育成支援事業
県内に事業所を有する製造業を営む中小企業が熟練技能者などを
若手社員の指導者として活用する際の経費を助成

・ 補助率 ２／３
（上限額１０千円 / 時間 かつ 600千円 / 年 / 社 ）

（２）ものづくり技術人材バンク運営事業
退職等した熟練技能者の情報を集約し、指導者を必要とする企業へ
情報を提供

・ しまねものづくり技術人材バンク 登録者数 ６５名
（R5.11現在）
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１．しまねものづくり人財育成促進事業

（３）ものづくり人材長期派遣研修支援事業
社員を大学、職業訓練機関、企業へ派遣して行う３ヶ月以上

（上限２年）の長期研修を支援

・ 補助率 １／２（上限額 2,000千円 / 年 / 社 ）
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１．しまねものづくり人財育成促進事業

（４）中小企業中核技術者育成事業
中堅、若手技術者を対象に先進技術などを学ぶ集合研修を実施

・２０回程度 / 年

（５）ものづくり新人育成研修事業
若手技術者の育成のため、製造の現場において必要となる実践的
な基礎知識の習得、先進企業視察などを年間シリーズのセミナー
として開催

・ 年６回のセミナーをシリーズで開催
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２．産業人スキルアップセミナー

技能検定等を通じた技能者の育成、伝統技能の継承（特
定分野の技能者の育成）、その他地域の産業の発展につな
がる人材育成を目的に実施。

・当該地域や産業界のニーズを考慮した上で企画
・機械加工、建築、IT人材育成など約３０コースを予定



１．現状・課題と今後の検討の方向性
⑴ 県内中小企業におけるデジタル化の現状と課題（帝国データバンク調査より）

○取り組んでいる企業が少ない（１３．７％）（全国平均１５．７％）
取り組み内容も、「オンライン会議設備導入」「ペーパーレス化」、「SNSを活用した情報発信」など初期段階にとどまる
・「既存製品サービスの高付加価値化」「新規製品・サービスの創出」など本格的な取り組みは少数。
【方向性】

○「必要なスキルやノウハウがない」「対応できる人材がいない」が多い
・課題に、専門知識・人材の不足を挙げる企業が約半数
・既存システムの改修を含め、必要となる一定規模の投資に対する効果や収益が見込めないと言った声
【方向性】

⑵ デジタル化推進施策の整理
〇推進施策は業種・分野・進度ごとに多く存在しているものの、事業者から「わかりにくい／使いにくい」という声がある

【方向性】

２．デジタル推進員の設置（R５.4月）
参事をリーダーとし、部内各課および産業技術センターから１名程度を選出し、県内中小企業のデジタル化推進に向けて
情報共有や検討を行う。

県内中小企業のデジタル化の推進
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① デジタル化の必要性を理解し、具体的（業務効率化など）に取り組む経営者を増やす
② 本業の生産性向上や新ビジネスを生み出すような取り組みの促進

① 教育委員会や他部局との連携により、デジタル技術に関する知識を備えた人材輩出の強化
② 社内でのデジタル人材育成の促進

① 新規施策策定の要否を含め、国・県の既存施策を整理



県内中小企業のデジタル化の推進
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経営者への啓発
業務効率化支援

講演会、セミナー
デジタルツールの紹介
相談対応の充実

業務効率化、生産性
向上への取組支援

デジタル技術導入補助金
専門家派遣
人材育成支援
マッチング支援

DXへの取組支援
伴走支援
専門人材確保・育成支援
各種補助金

・支援機関のデジタル支援機能の強化
・専門家（ITコーディネーター）の充実
・支援施策の情報共有など連携強化
・事業承継の推進

業務効率化に向け具体的に取り組む事業者を増やし、生産性
向上や新ビジネスを生み出すような取組を促進する
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在職者の職業訓練事業 [当初 2,000千円]

学卒者等の職業訓練事業 [当初 20,049千円]
・Webデザイン科、ＯＡシステム科

ものづくり新人育成研修事業 [当初 400千円]

ＩＴ人材確保促進支援事業～しまねＩＴ産業振興事業～
・IT WORKS＠島根（転職支援サービス） [当初 38,150千円]

ＩＴ人材育成支援事業～しまねＩＴ産業振興事業～
[当初 5,500千円]

・「業界が求める」ＩＴ人材育成

離職者等の職業訓練事業 [当初 24,635千円]
・ＩＴ学科、システムエンジニアコース

観光産業人材育成事業 [当初 8,000千円]

離職者等の職業訓練事業 [当初 18,299千円]
・ＩＴビジネスコース、ＩＴ資格コース

しまねソフト研究開発センター(ITOC) [当初 17,658千円]
～高度IT技術者の集積を目指しエンジニアの研鑽の場を提供
・ITエンジニア向け研修、事業アイデア創出の機会提供 等

デジタル技術導入促進事業～ものづくり産業総合支援事業～
・経営者向け啓発セミナーなど [当初 ３,300千円]

高等技術校による職業訓練・セミナー

育成・確保したい人材像
デジタル利活用人材 ＩＴ技術者

次世代産業推進技術イノベーション事業 生産性向上・高度化支援事業 ・IoT・AI人材育成事業等 [当初 48,000千円]

高専との連携による企業のデジタル化技術高度化推進事業 ・リカレント教育実施のための設備導入費等（～R８年度までカリキュラムを実施） [R3.9補 35,980千円]

専門人材確保事業 [当初 43,112千円]
・プロフェッショナル人材戦略拠点による相談対応・情報発信、人材確保に要する経費の一部補助 等

中小企業デジタル人材育成支援事業 ・e-ラーニングによるデジタル関連技術等の習得を支援 [当初 4,260千円]

若年者県内就職促進事業 [当初 443,946千円]
・（高校生、県内・県外大学生等向け）セミナー・相談会、インターンシップ等支援、合同企業説明会など

新入社員研修 [当初 2,474千円]

いきいき職場づくり支援補助金 [R4.11補48,000千円 当初9,600千
円]

令和５年度デジタル関連人材育成・確保施策マップ



３．中小企業デジタル人材育成支援事業
島根県の課題

１．県内のすべての業種を支援したい
２．企業は時間的余裕がなく、講演や研修では受講が困難
３．コスト面の理由で人材育成の優先順位が低い

１．9,500以上ある講座を定額制で学べるUdemyを活用
※「何から学べば良いか分からない」をなくすため、島根県独自のパッケージを用意（後述）

２．オンライン講座のため、いつでも受講でき、カリキュラム内のセクション
が５分程度に区切られているため、仕事の合間や休憩時間などの
「すき間時間」を活用できる（スマホでも受講可）

３．受講料の半分を県が負担

9



○ 講座数が9,500以上あり、「何から学べばよいか分からない」をなくすため、三層構造のラーニングパスを用意。
○ 企業がDXを通じて解決したい課題に取り組めるよう支援。

３．中小企業デジタル人材育成支援事業
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